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1　は　じ　め　に

「タチユタカ」は，倒伏抵抗性が強く機械収穫適応性の

高い品種であり，また，裂皮拉・褐朗粒等の障害粒の発生
も少なく．外観品質が優れている日。しかし．分枝が少な

く若美効率が劣るので，収虫水準は多収品種であるスズユ
タカに比較するとやや低い。

そこで，本報告では収量水準をスズユタカ並に接近させ

るため，収量目標を450kg／10aとし，多収性帝相の解明
と栽培条件について検討した。その結果，多収のための生

育指標及び二三の知見が得られたので報告する。

表1　供試条件

2　試　験　方　法

11）試験年次；1988～1990年
（21試験場所；農業試験場本場
（3）供試品種；タチユタカ

（4）試験区の構成；（表1）
（引　調査；開花期に生育巾庸な4～5個休を抜き取り，部

位別乾物電及び菓面積指数（LAl）を測定し，成熟期に
は各区4～5Ⅰげについて収星及び収員構成要素を調査し

た。

年 次 処　 理　 項　 目 処　 理　 内　 容 備　　　　　　　　　　　　　　　　　 考

1 兆 8

播 種 期 （月 日 ） 6 ／ 1 　 6 ／ 1 6 3 因 子 を 組 合 せ た 要 因 試 験 を 実 施 。

栽 植 密 度 （本 ／ 】O a ） 8 ．0 0 0 1 2 ．0 （）0 1 6 ．0 00 梼 肥 （ 2 ．5 ＋ 0 ） ＋ 0 　 多 肥 （ 2 ，5 十 0 ） ＋ 7 ．5 線 多 肥 （ 2 ．5 ＋ 5 ・0 ） ＋ 7 ・5

● 施 肥 条 件 （ k 9 ／ 1 0 a ） 標 肥　 多 肥　 極 多 肥 ＋ （大 豆 化 成 ＋ L P コ ー ト 4 0 ） ＋ L P コ ， 卜 7 0 　　 （ ） 内 基 肥

1 9 8 9

播 種 期　 栽 植 密 度 （本 ハ O a ） ◆施 肥 条 件
● （基 肥 ） 十 培 土 朋 追 肥　 追 肥 L P コ ー ト 7 0

5 ／ 2 4 1 2 ．0 0

5 ／ 別 1 6 ．0 0

6 ／ 】 5 1 6 ，0 ∝ I

0 （ 2 ．5 ） ＋ 7 ．5

0 （ 2 ．5 ）

（ 2 ．5 ） † 7 ．5

1 9 9 0

裁 植 密 度 （本 ／ 1 0 a ） 10 ．0 0 0 　 1 5 ．0 0 0 3 因 子 を 組 合 せ た 要 因 試 験 を 実 施 。

深 耕 の 有 無 ● 有　　　　 無 ●深 耕 有 （3 0 C 凸 プ ラ ウ 餅 ）　 深 耕 無 （ロ ウ タ リ ー 耕 ）

施 肥 法 の 相 違 ●◆ 墓 肥 全 量 処 理　 分 肥 … 基 肥 全 量 処 理 （ L P コ ー ト 1 0 0 ）

分 肥 （大 豆 化 成 ＋ L P コ ー ト 7 0 追 肥 ）

3　試験結果及び考察

図1には開花期乾物垂と収量の関係を示したが，この関
係は二次式で近似することができ．開花期乾物東には最適

値が存在することがわかる2）。図に示すとおり，開花期乾
物垂の大きさによって3タイプの生育動こ分類することが

できる。すなわち，乾物垂が203～300g／ポの範囲内に存

在する普通型，256～345g／誠の多収軋357～425g／ポの
過繁茂型である。この3タイプの収量と収量構成要点を表
2に示した。普通型タイプは他のタイプに比較して収穫指

数（子実垂／全車×100）及び有効節数歩合はやや高いが，
生育量が小さいので全垂が少ない。このため，稔実英数が

少なく，収量水準は3タイプの中では点も低い。

次に収量が平均で446kg／10aと高い多収型の人豆では，
全垂が重いにもかかわらず．収穫指数の低下がみられず有
効節数も平均でポ当り320節を確保している。したがって，

稔実英数が最大820個／誠，畠中713個／ポ，平均で761憫

／dと多く，収量も最高で467kg／10aに達している。ま
た，有効節当り英数も平均で2．39と他のタイプより多い。

一方，過繁茂型の大豆では開花期までの乾物垂は大きい
ものの，逆に過大な乾物垂がかえってマイナスとなって収
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図1開花期乾物最と収量（1988～1990）

局が低卜している。すなわち．全垂は普通型に比較すれば

垂いが，収穫指数は他のタイプよりやや低く，有効節数が

増加していない。したがって，収監水準は普通型には優る

ものの，開花期以降成熟期までの乾物増加量（成熟期全車

一開花期乾物垂）が少なく，開花期の生育量の割には収星

が高くない。過繁茂の現象は藁面積指数に典型的に現れて

おり，開花期で最大5．8，最小4．7．平均5．2となっており，

かなり大きな群落を形成している。
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蓑2　開花期乾物垂から分類した生育型（1989－1990）
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図2には総節数と有効節数歩合の関係を示した。全体的
にみれば総節数が多くなれば当然有効節数歩合は低下する

ので，理想的にはグラフの右上，つまり第1象限に位置す
れば最も望ましいといえる。多収型大豆では傾向の異なる

区は認められるも．のの，全体としては第1象限に位置する
のが多く，総節数が多いにもかかわらず有効節数歩合の低
下が小さい。

一一万，過繁茂型は絵節数は多いものの，有効節数歩合が
低くなっており，多収型とは全く逆の傾向を示している。

普通型は総節数が少ないので，当然有効節数歩合が高くなっ
ている。以上のように捻節数を確保しながら有効節数歩合

を高めて，有効節数を確保することが多収型に導く大事な
鍵となる。

次に．収量と収量構成要素間の相関分析を示したのが表

3である。収量は0．1％の有意水準で全垂，稔実英数，有
効節数と正の相関が認められる。また．5％の有意水準で

○：多収型

ム：薗通塾
●：遇繁茂型

図2　線節数と有効節数歩合（1988～1990）

はあるが，有効節数歩合，有効節当り英数が収量と正の相
関を示している。また，収量構成要素の中で最も収量と相

関の惑い稔実英数をみてみると，有効節数及び有効節当り
英数と正の相関が認められる。したがって．稔実英数を多

表3　収量及び収量構成要素間の相関係数n＝11（1989－1990）
収 雷　 全 署　 だ

収　　　　 量 Ⅰ

全　　　　 重 0 ，94 ●●●　 1

収　 穫　 事旨 散 0 ．肪　　 一0．28

捻 実　 爽　 致 0 ．97 ■●●　 0．94 ●●し 0．

総　 軒　 数 0 ．56　　　 0．78 ●●　－0 ，

有 効　 軒 数 0 ．88 ●■●　 0．8 ●■　 ．

有効 桁数歩 合 0 ．6】●　　 0．35　　 0，

有効 貯当輿鹸 0 ．7Ⅰ●　　 0．75 ●●　一0 ．

百　 位　 肴 0 ．42　　 0．25　　 0 ＿

一 失 内 拉 歓 －0 ．65 ●　 一0 ．65 ●　　 0 ．
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くして収量を高めるには，有効節数歩合を高めて有効節数
及び有効節数当り英数をいかに確保するかが栽培のポイン

トになることがわかる。
表4には本試験の巾で点高収量を得た時の生育経過と収

量構成要素を示した。最高収量は1990年に達成したもので，

10a当り467kgであった。これは．栽植密度ポ当り10本，
プラウによる30cmの深耕，緩効性肥料（LPコLト100）の

全量基肥施用の3医l子の組合わせによって得られた。その
際の生育経過を表5に示した。開花期の生育量は草丈100c

m，主茎長62cm，主茎節数16．5節．分枝数3．7本であった。

また．地上部開花期乾物垂，葉面積指数はそれぞれ299g／
ポ，4．6で開花期までの乾物垂獲得割合は35．6％であった。

収量構成要素をみると∴稔実英数はポ当り820個，総節
数531節／ポ，有効節数歩合70％，一一苑内粒数1．92，百粒垂

29．7gである。全体的にみると開花期の乾物垂及び葉面積
指数が適値にあって，総節数が531節／ポと多いにもかか

わらず有効節歩合が高くなっている。このため，稔実英数が

820個／ポと多く．108当り467kgの多収につながっている。
以上のようにスズユタカに比較して収量水準の低いタチ

ユタカであっても，適正な播種期及び栽植密度2）を設定し．

深耕及び綬効性肥料であるLPコート等を併用することに

より10a当り450kg以上の収量を達成することが可能である。

表4　タチユタカで450kg／10aを達成する生育指標（1990）
1） 生育の経過
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